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世界の人々と 「交信」という側面からも援助を受けることの意味は小さくない。今回 震災で、日本は途上国のモンゴルやバングラデシュも含めて全世界から支援の申し出を受けた。金額 多寡にか
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災害支援経験のある「プロ」は被災地に真っ先に駆けつけようとする。今回も震災直後にイギリスの緊急支援団体が日本 飛んでいったのだが、現 （日本）で 調整がうまくいかずに、活動をせずイギリスに舞い戻ってきたという報道があっ 。　
当該団体の人は在日英国大使館




る途上国では 現地行政が弱体であり、特に自然災害を受けた直後はほとんど機能していない。それを前提として外部からの介入をうこと 、さほ 的外れではかもしれない。そしてそう た場合、被災地の人々は他に選択肢がない状況で外部からの支援を受け
入れているのである。　
しかし、日本の場合は仮に壊滅
的な被害があっても、何とか行政は地元の状況を把握し、公的なルートで 支援 行おうとしていたし、それだけの能力も現地にある。そうした場所に「自分たちは慣れている」というおごり 持た「途上国支援のプロ」がやってきても時には現地に迷惑に るばかりという状況が起こりうるのである。　
外国の支援団体に対してではな







が支援にやってきても、それがいかに善意であれ当事者には 「迷惑」であることがあり得る。 れは開発援助研究の常識ではあるが、現実には支援者 自分の り方を押しつける事例がなかなかなくならない。　
今回日本が「被支援国」になっ
たことで、本来そのような乱暴援助には「拒否」がありうるということを示すことができた。そうした拒否を受けて、外部支援者がより適切な介入方法を工夫するというフィードバックシステム 今後構築されていくべきなのだろう。今回の日本の事例で具体的にどのような状況でどのような「断り」がなされた か、に関する検証は今後他国での支援現場でもよりよい援助のための方法論を確立する上でも非常に貴重 教訓を提供するであろう。　
そうした将来につながる治験の
蓄積もまた、被支援国となった日本の責務のひとつ はないだろ か。（さとう
　
かん／アジア経済研究所
国際交流・研修室）
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